
「新年度を始めるにあたって」 

 校長 村上洋司 

 

プノンペンの街のあちらこちらにチャンパイの白い花が今を盛りと咲き誇っています。ここカンボジアで

は、一年で一番暑さが厳しい時期に入りました。 在カンボジア日本国大使館、日本人会、日本人商工会、本

校 PTA をはじめ皆様のおかげで開校８年目を無事３月に終えることができ、本日より開校９年目がスター

トしました。開校以来最大の全校児童生徒６５名がそれぞれ進級・入学し、新しい気持ちでスタートするこ

とになります。 

教育目標「ともに みがき はばたく子の育成」サブテーマ「知恵を磨き、心を耕し、身体を鍛え、世界に生

きる」の基本方針は本年度も継続いたしつつも、新規行事や教育内容にも取り組んでまいります。学校は何

より楽しい場でなければならない。また子ども達が新しい体験を通して知識を獲得し、同時に多くの人々と

協働する中で、人間として自立の基礎を培う場でなければと考えています。学ぶ喜びを味わえ、充実感を味

わえる楽しい学校「楽校」を教職員一丸となって創っていきます。 

本年度の重点教育施策等は、４月２８日（金）の学校経営説明会で詳しくお話させていただきます。 昨年度

までに培ったノウハウを基盤としてプノンペン日本人学校の子どもたちの学びに資する教育を新たに実践し

てまいります。 さらには、それらの活動をプノンペン日本人学校の魅力として、新生ホームページ・ 

Facebook、email、学校だより、学級だより、Google classroom 等を活用して積極的かつタイムリーに発信

してまいります。日本人学校の子ども達の日々の表情や頑張りを発信していきます。保護者の皆様には、昨

年以上に学校の方針をご理解いただき、学校と家庭と地域が子ども達を共に育て る「共育」の場になります

ようにご協力をお願いいたします。私達教職員一同は、保護者・地域の皆様のご期待に応えられますように、

子ども達にいちばん近い存在として精一杯努力してまいります。引き続きのご理解とご支援のほど、本年度

もどうぞよろしくお願い申し上げます。  
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 4 月の行事予定 

 

新年度の開始に当たってのお知らせと確認 

◇2023年度時間割 昨年と異なる学年があります。 
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月 5 5 5 6 6 6 6 6 6 

火 5 6 6 6 6 6 6 6 6 

水 ６ ６ ６ 6 6 6 6 6 6 

木 ６ ６ ６ 6 6 6 6 6 6 

金 5 5 6 6 6 6 6 6 6 

数字はその日の授業数です。「５」は 5時間目終 

了を表します。 

5 時間目は 14 時、6 時間目は 15 時下校です。 

水曜日は 5時間になる日もあります。 

 

G1G2 の水曜日の 6 時間授業は 5 月 1７日(水)

より始まります。それまでの水曜日は 5時間授業

となります。 

 

G1G2G3 の木曜日の 6 時間授業は 5 月 1１日

(木)より始まります。それまでの木曜日は 5時間

授業です。 

 

 

 

日 曜 行事 下校 

17 月 着任式 始業式 11:30 

18 
火 入学式 

新入学生は 10:00 下校 

11:30 

19 水  ① 12:00②14:00 

20 木  ①12:00②14:00 

21 金  ①12:00②14:00 

22 土   

23 日   

24 月  ①14:00②15:00 

25 火  ①14:00②15:00 

26 水  14:00 

27 木  ①14:00②15:00 

28 
金 PTA 総会・学校経営説明会 

授業参観・学級懇談会 

①14:00②15:00 

29 土   

30 日   

    

    

 

  

4 月 17 日（月曜日）着任式・始業式に

ついて 

登校は普段と同じ 7 時 50 分までに学校

へ登校させてください。 

持ち物 筆記用具  教科書など配付

予定ですのランドセルなどが必要です。 

ただし、新一年生(小学部・中学部とも)

についてはこの日は登校しません。 

11：30 下校 

4 月 1８日（火曜日）入学式 

通常登校 新一年生(小学部・中学部と

も)は保護者と共に登校。 

新入学生以外は学級活動など。 

11：30 下校 (新入生は保護者と共に

10：00 に下校) 



◇マスクの着用について 

 カンボジア教育省の指導により学校及びスクルールバスでのマスクの着用は引き続き行います。 


